
令和５年 11 月１日    第 164 号令和５年 11 月１日    第 164 号

稲穂パークゴルフ場で活動する「フレンド」の皆さん稲穂パークゴルフ場で活動する「フレンド」の皆さん
「パークゴルフの魅力、楽しさを発信していきます！」「パークゴルフの魅力、楽しさを発信していきます！」

◆令和４年度各会計・病院事業会計決算を認定◆令和４年度各会計・病院事業会計決算を認定

（上段左から　山田國廣さん、小林輝博さん）（上段左から　山田國廣さん、小林輝博さん）

（下段左から　川口幸一さん、山本力男さん）（下段左から　川口幸一さん、山本力男さん）

第３回定例会第３回定例会



○
一
般
会
計
・
５
特
別
会
計

〇
病
院
事
業
会
計

　
一
般
会
計
ほ
か
５
特
別
会
計
及
び
病
院

事
業
会
計
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を

設
置
し
て
審
議
し
た
結
果
、
本
会
議
に
お

い
て
各
会
計
と
も
原
案
の
と
お
り
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

《
令
和
４
年
度
補
正
予
算
》

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

歳
入
で
は
、
普
通
交
付
税
確
定
、
保

育
所
等
運
営
費
補
助
金
に
係
る
国
庫
支
出

金
及
び
道
支
出
金
、
令
和
４
年
度
繰
越
金

確
定
に
よ
る
追
加
。

歳
出
で
は
、
子
育
て
世
代
住
宅
建
築

費
助
成
事
業
費
、
高
度
無
線
環
境
整
備
推

進
事
業
費
の
追
加
、
保
育
所
等
運
営
費
補

助
金
の
追
加
、
機
場
施
設
管
理
事
業
費
の

追
加
、
準
工
業
用
地
等
排
水
掘
削
・
整
地

工
事
費
の
追
加
に
よ
る
。

◆
補
正
額

　
１
億
７
３
６
５
万
９
千
円
追

加
《
質

　
疑
》

《
質

　
疑
》

議
　
員

　
令
和
６
年
度
か
ら
東
町
に
お
い

て
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
が
ス
タ
ー

ト
す
る
が
、
子
育
て
世
代
住
宅
建
築
費
助

成
事
業
は
継
続
す
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
子
育
て
世
代
住
宅
建

築
費
助
成
事
業
は
令
和
５
年
度
で
時
効
的

に
終
了
す
る
が
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
助
成
金
に
つ
い
て
、
北
海
道
か
ら

問
い
合
わ
せ
が
あ
る
た
め
、
助
成
事
業
の

継
続
と
合
わ
せ
て
協
議
・
検
討
を
進
め
る
。

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）　

　
歳
入
で
は
、
委
託
料
の
追
加
に
伴
う
下

水
道
事
業
債
の
追
加
、
令
和
４
年
度
繰
越

金
確
定
に
伴
う
追
加
、
一
般
会
計
繰
入
金

の
減
額
。

　
歳
出
で
は
、
準
工
業
用
地
等
整
備
管
路

実
施
設
計
委
託
料
の
追
加
に
よ
る
。

◆
補
正
額
　
１
１
９
０
万
７
千
円
追
加

○��

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　
歳
入
で
は
、
基
金
繰
入
金
の
減
額
及
び

令
和
４
年
度
繰
越
金
確
定
に
伴
う
追
加
。

　
歳
出
で
は
、
基
金
積
立
金
及
び
国
庫
支

出
金
等
精
算
金
の
追
加
に
よ
る
。

◆
補
正
額

　
２
０
６
３
万
４
千
円
追
加

　

《
条
例
制
定
等
》

〇
南
幌
町
附
属
機
関
設
置
に
関
す
る
条
例

（
改
正
）

　
南
幌
町
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

が
町
の
附
属
機
関
か
ら
独
立
し
た
法
定
協

議
会
に
移
行
す
る
た
め
。

《
契
約
関
係
》

◆
契
約
の
目
的
　

　
農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災
減
災
事

令
和
４
年
度
決
算
認
定

　
業
南
７
線
排
水
路
地
区
排
水
路
改
修
工

　
事

◆
契
約
金
額
　
６
０
５
０
万
円

◆
契
約
先
　
㈱
南
幌
土
建

《
人
事
案
件
》

〇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
久く

ぼ保
　
康や

す
の
り則

さ
ん
（
西
町
）

〇
教
育
長
の
任
命

　
西に

し

だ田
　
篤あ

つ
ひ
と人

さ
ん
（
６
区
）

《
そ
の
他
》

〇
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規

約
の
変
更

〇
南
幌
町
健
全
化
判
断
比
率
及
び
南
幌
町

資
金
不
足
比
率
の
報
告

　
令
和
４
年
度
の
各
会
計
決
算
を
基
に
算

定
し
た
、
本
町
の
健
全
化
判
断
比
率
及
び

資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
報
告
。

〇
教
育
委
員
会
の
活
動
状
況
に
関
す
る
点

検
・
評
価
報
告

　
令
和
４
年
度
の
教
育
委
員
会
の
活
動
状

況
に
関
す
る
点
検
・
評
価
に
つ
い
て
報
告
。

○
町
出
資
法
人
の
経
営
状
況
報
告

　
㈱
南
幌
振
興
公
社
の
経
営
状
況
に
つ
い

て
報
告
。

９月９月

審議結果審議結果

　９月定例会は９月６日に開会し、議員４名が一般　９月定例会は９月６日に開会し、議員４名が一般

質問を行いました。質問を行いました。

　その後、令和　その後、令和４４年度各会計・病院事業会計決算認年度各会計・病院事業会計決算認

定を決算審査特別委員会に付託（７日から 11 日ま定を決算審査特別委員会に付託（７日から 11 日ま

での休会中に審議）、町健全化比率等の報告、補正での休会中に審議）、町健全化比率等の報告、補正

予算など 12 件を審議し、いずれも原案のとおり可予算など 12 件を審議し、いずれも原案のとおり可

決しました。決しました。

第３回定例会第３回定例会

条
例
制
定
等

令
和
５
年
度
補
正
予
算

人
事
案
件

契
約
関
係

そ
の
他
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補
正
予
算
１
件
、
契
約
関
係
１
件
が
提

案
さ
れ
、原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
歳
入
で
は
、
歳
出
補
正
に
係
る
基
金
繰

入
金
及
び
地
方
債
の
追
加
。
歳
出
で
は
、

南
幌
温
泉
配
管
設
備
等
改
修
工
事
費
の
追

加
に
よ
る
。

◆
補
正
額
　
４
３
５
９
万
３
千
円
追
加

《
契
約
関
係
》

◆
契
約
の
目
的
　

　
中
学
校
体
育
館
改
修
工
事（
建
築
工
事
）

◆
契
約
金
額

　
１
億
４
０
５
８
万
円

◆
契
約
先

　
勝
井
・
吉
田
特
定
建
設
工
事

等
共
同
企
業
体

　

■令和５年第３回定例会

　令和５年度会計補正予算、条例制定など 12 議案について、議長を除く 10 名の議員が賛成しました。

　議員の活動に対して町民の評価が的確になされるよう情報の提供に努めるため、議案などに対する

各議員の賛否を公表します。

※議長は採決に加わっていません。

■令和５年第５回臨時会

　令和５年度会計補正予算、契約関係の２議案について、議長を除く 10 名の議員が賛成しました。

契
約
関
係

第
５
回

　７
月
11
日

８
月
４
日

〇
教
育
委
員
会
の
活
動
状
況
に
関
す
る
点

検
・
評
価
報
告
に
つ
い
て

〇
町
立
病
院
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

８
月
18
日

〇
商
業
施
設
誘
致
に
つ
い
て

〇
準
工
業
用
地
実
施
設
計
内
容
の
追
加
に

つ
い
て

〇
南
幌
高
校
跡
地
の
用
途
地
域
変
更
に
つ

い
て

〇
路
線
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

９
月
29
日

〇
夕
鉄
バ
ス
路
線
廃
止
に
伴
う
栗
山
町
代

替
バ
ス
運
行
内
容
に
つ
い
て

〇
ウ
ェ
ル
カ
ム
サ
イ
ン
に
つ
い
て

◆
総
務
常
任
委
員
会

７
月
27
日

〇
町
内
空
き
地
の
雑
草
等
の
現
況
に
つ
い

て８
月
29
日

〇
今
後
の
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て

９
月
14
日

〇
生
涯
学
習
課
と
の
懇
談
結
果
に
つ
い
て

〇
今
後
の
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て

◆
産
業
経
済
常
任
委
員
会

８
月
10
日

〇
ま
ち
づ
く
り
課
と
の
懇
談
結
果
に
つ
い

て〇
商
工
会
と
の
意
見
交
換
に
向
け
て

９
月
４
日

〇
農
業
委
員
会
作
況
調
査
に
同
行

10
月
２
日

〇
あ
い
る
ー
と
の
運
行
に
つ
い
て

〇
水
田
活
用
直
接
支
払
い
交
付
金
の
農
家

の
影
響
に
つ
い
て

◆
議
会
運
営
委
員
会

８
月
30
日

〇
定
例
会
の
運
営
に
つ
い
て

９
月
４
日

〇
議
会
評
価
提
言
者
に
つ
い
て

〇
議
会
評
価
シ
ー
ト
に
つ
い
て

９
月
28
日

〇
議
会
評
価
提
言
者
へ
の
委
嘱
状
交
付
及

び
第
１
回
議
会
評
価
提
言
者
会
議

◆
南
幌
町
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会

７
月
20
日

○
一
般
質
問
の
あ
り
方
に
つ
い
て

〇
常
任
委
員
会
の
任
期
改
定
に
つ
い
て

８
月
18
日

○
町
議
会
選
挙
投
票
率
の
減
少
に
つ
い
て

〇
一
般
質
問
の
あ
り
方
に
つ
い
て

〇
決
算
特
別
委
員
会
に
お
け
る
新
た
な
取

り
組
み
に
つ
い
て

〇
道
内
政
務
調
査
に
つ
い
て

９
月
12
日

○
道
内
政
務
調
査
に
つ
い
て

〇
町
内
視
察
の
実
施
に
つ
い
て

９
月
26
日

○
元
議
員
物
故
者
追
悼
法
要
（
誓
松
寺
）

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

委
員
会
活
動

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

議
員
活
動
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定例会・臨時会審議結果



■令和５年第３回定例会

【意見書】　次の９件の意見書を採択し、各省庁等へ送付しました。
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意見書の提出

⑴ゼロカーボン北海道の実現に資

する森林・林業・木材産業施策の

充実と強化を求める意見書

◆提出者　石川　康弘議員

　本道の森林を将来の世代に引き継ぎ、環境への負荷の少ない循環型社会

を形成するため、活力ある森林づくりや道産木材の利用、防災・減災対策

をさらに進め、ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業

施策の充実・強化に向けて要望します。（３項目）

⑵義務教育費国庫負担制度堅持・

負担率１／２への復元、「30 人以

下学級」など教育予算確保・拡充

の実現に向けた意見書

◆提出者　熊木　惠子議員

　義務教育費無償、義務教育費国庫負担制度の堅持、

当面負担率１／２への復元、早急に実効性のある教

職員の超勤・多忙化解消、「30 人以下学級」の実現

に向けて要望します。（３項目）

⑶道教委「これからの高校づくり

に関する指針」を見直しすべての

子どもにゆたかな学びを保障する

高校教育を求める意見書

◆提出者　熊木　惠子議員

　広大な北海道の実情を鑑み、中学卒業者数の減少期だからこそ少人数で

も運営できる学校形態を確立する、学級定数の改善を行うなど、地域の高

校存続を基本に、希望するすべての子どもにゆたかな後期中等教育を保障

していくべきです。そのためには、地域の意見・要望を十分反映させ、地

域の経済・産業・文化の活性化を展望した新たな高校配置計画、高校教育

制度に向けて要望します。（４項目）

⑷特別支援学校・学級等への教員

等の適切な配置を求める意見書

◆提出者　佐藤　妙子議員

　医療的ケアを含めた特別支援教育が必要な子どもの増加や、さまざまな

障害のある児童生徒に的確に対応した教育を実現するために、特別支援学

校・学級等への教育等の適切な配置に向け要望します。（６項目）

⑸国土強靭化に資する社会資本整

備等に関する意見書

◆提出者　石川　康弘議員

　国土の骨格を形成する高規格道路から国民の日常生活に最も身近な市

町村道に至る道路網の整備や老朽化対策などを着実に推進し、防災・減災、

国土強靭化のための５か年加速化対策をより一層推進に向けて要望しま

す。（９項目）

⑹学校給食の無償化を求める意見

書

◆提出者　熊木　惠子議員

　家庭の経済力にかかわらず、子どもの学び成長する

権利を保障することは、社会全体の責任です。昨今の

物価高騰によって家計が圧迫される中、学校給食の無

償化を早期実現に向けて要望します。

⑺現行の健康保険証の存続を求め

る意見書

◆提出者　熊木　惠子議員

　現行の健康保険証が廃止されれば、任意であるマイナンバーカードの取

得が事実上義務化されるおそれがあることや、マイナンバーカードを持た

ない人が保険診療を受けられなくなる懸念があり、現行の健康保険証を来

年に廃止することを撤回するよう要望します。

⑻核兵器禁止条約への参加・署名・

批准を行うことを求める意見書

◆提出者　湯本　要議員

　核兵器廃絶への決意を明確に示すために、核兵器禁止条約への署名・批

准は国民共通の願いとなっています。日本政府が核兵器の使用を許さず、

全面的に禁止する先頭に立つために、核兵器禁止条約への参加・署名・批

准を行うことを求めます。

⑼肥料、燃油などの生産資材等高

騰対策の強化を求める意見書

◆提出者　石川　康弘議員

　ガソリン価格が高騰しており、連動して電気料金も大幅に値上がり、生

産コストの増加が見込まれ、農業経営を一層圧迫させる懸念があることか

ら、地域農業が今後も継続できるよう、生産者の負担軽減対策に資する生

産資材価格高騰対策を要望します。（２項目）



北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
主
催
　

　
今
年
度
の
研
修
会
は
、
８
月
17
日
、
ホ
テ

ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
に
全
道
各
地
か
ら
約

６
０
０
名
の
町
村
議
会
議
員
の
広
報
担
当
が

参
加
し
て
盛
会
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
議

会
か
ら
も
議
員
５
名
と
職
員
１
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
一
般
財
団
法
人
自
治
体
広

報
公
聴
研
究
所
　
代
表
理
事
・
広
報
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
　
金
井
茂
樹
氏
を
講
師
に
迎
え
「
伝

わ
る
議
会
報
の
編
集
ポ
イ
ン
ト
」と
題
し
て
、

講
演
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
議
会
報
ク

リ
ニ
ッ
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
議
会
報
の
作
成
の
枠
組
み
、

読
者
を
意
識
し
た
編
集
、
情
報
の
構
造
化
、

情
報
の
表
現
、
議
会
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
つ
い

て
、
伝
わ
る
議
会
報
の
編
集
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
具
体
的
な
お
話
が
あ
り
、
大
変
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
令
和

５
年
に
発
行
さ
れ
た
４
町
の
「
議
会
だ
よ
り
」

を
基
に
、
良
い
点
や
工
夫
が
必
要
な
点
を
評

価
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
本
町
の
議
会
だ
よ
り

の
作
成
に
当
た
っ
て
大
変
参
考
と
な
る
内
容

で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
細
川
）　

空
知
町
村
議
会
議
長
会
主
催

　
７
月
12
日
、
栗
山
町
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ

ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
に
て
約
２
２
０
名
の
町
村

議
会
議
員
並
び
に
議
会
事
務
局
が
集
ま

り
、
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所

の
長
内
紳
悟
氏
を
講
師
に
迎
え
「
議
会
の

デ
ジ
タ
ル
化
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
南
幌
町
は
議
員
全
員
と
職
員
２
名
が
出

席
し
、
今
後
の
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
ら
れ
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
一
気
に
加
速
し
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
情
報

伝
達
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
お
い
て
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
た
議
会
の
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
、
事
実
を
確
認
し
な
が
ら
の
議
会
、

災
害
時
に
議
員
を
直
接
招
集
す
る
こ
と
な

く
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
議
会
の
開
催
、
Ａ

Ｉ
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
等
に
は
無
限
の

可
能
性
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
そ
の
反
面
、
血
の
通
っ
た
議
会

の
喪
失
や
、
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
不
安
も
感
じ
ま

す
。

　
思
考
の
多
く
を
Ａ
Ｉ
に
委
ね
、
効
率
化

や
便
利
で
楽
に
低
コ
ス
ト
を
求
め
続
け
た

先
に
見
え
る
未
来
と
は
ど
ん
な
も
の
で

し
ょ
う
か
。
も
し
か
す
る
と
私
達
は
人
間

と
い
う
生
き
物
と
し
て
の
自
由
や
尊
厳
、

自
負
を
手
離
し
つ
つ
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
後
悔
の
無
い
選
択
を
し
て
い
く
こ
と
の

大
切
さ
を
、
今
一
度
立
ち
止
ま
り
考
え
て

み
る
こ
と
も
必
要
な
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。

（
高
橋
）
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Ｑ 地域福祉計画の策定について

家
塚
議
員

　
地
域
福
祉
計
画
は
、
平
成
30

年
４
月
の
社
会
福
祉
法
の
一
部

改
正
に
お
い
て
、
今
ま
で
任
意

と
さ
れ
て
い
た
策
定
が
努
力
義

務
に
改
正
さ
れ
、
さ
ら
に
は
地

域
に
お
け
る
高
齢
者
福
祉
、
障

が
い
者
福
祉
、
児
童
福
祉
等
の

各
分
野
に
お
け
る
共
通
的
な
事

項
を
記
載
す
る
、
い
わ
ゆ
る
福

祉
施
策
の
上
位
計
画
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
福
祉
推
進
の
主

体
で
あ
る
地
域
住
民
等
の
参
加

を
得
て
、
地
域
生
活
に
お
け
る

課
題
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
必
要

と
な
る
施
策
の
内
容
や
体
制
に

つ
い
て
、
目
標
を
設
定
し
計
画

を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　
現
在
、
福
祉
を
取
り
巻
く
課

題
は
複
雑
・
多
様
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
は
福
祉
の
領

域
を
超
え
た
地
域
全
体
が
直
面

す
る
大
き
な
課
題
と
し
て
捉

え
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
こ
と
か
ら
、
個
別
計
画
を
包

括
す
る
地
域
福
祉
計
画
が
必
要

と
考
え
る
が
、
町
長
の
考
え
を

伺
う
。

町

　長

　
昨
今
の
福
祉
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
社
会
構
造
の
変
化
や
少

子
高
齢
化
の
進
行
の
影
響
か

ら
、
高
齢
の
親
と
障
が
い
を

持
つ
50
代
の
子
が
同
居
す
る

「
８
０
５
０
問
題
」
や
介
護
と

育
児
を
同
時
に
行
う
「
ダ
ブ
ル

ケ
ア
」
、
未
成
年
の
子
ど
も
が

親
や
兄
弟
の
ケ
ア
を
行
う
「
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
な
ど
、
複
雑

化
・
複
合
化
し
た
課
題
が
あ

り
、
世
代
ご
と
・
分
野
ご
と
の

取
り
組
み
で
は
、
対
応
が
難
し

く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
い
つ
ま
で
も
健
康

で
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
子
ど
も
、

高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
全
て

の
方
に
対
し
、
地
域
全
体
で
包

括
し
た
地
域
福
祉
計
画
は
必
要

と
考
え
、
福
祉
分
野
の
上
位
計

画
と
し
て
策
定
に
向
け
て
取
り

組
み
ま
す
。

家
塚
議
員

　
地
域
福
祉
活
動
に
つ
い
て

は
、
官
民
協
働
を
基
本
に
策
定

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
在

町
で
は
、
介
護
予
防
事
業
を
含

め
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
一

部
を
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託

し
、
事
業
推
進
を
図
っ
て
い
ま

す
が
、
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
を
目
指
す
社
会
福
祉
協
議
会

と
の
連
携
や
補
完
関
係
な
ど
、

相
互
に
十
分
な
調
整
を
行
う
べ

き
も
の
と
思
う
が
、
町
長
の
考

え
と
策
定
に
つ
い
て
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

町

　長

　
本
町
に
お
け
る
福
祉
の
拠
点

と
し
て
広
く
活
動
し
、
役
割
を

果
た
し
て
い
る
社
会
福
祉
協
議

会
に
参
画
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
今
後
の
地
域
課
題
に
対

応
す
べ
く
、
関
係
機
関
や
団

体
、
町
民
と
と
も
に
福
祉
体
制

の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　
な
お
、
計
画
の
策
定
は
来
年

度
よ
り
準
備
に
着
手
を
し
、
令

和
７
年
度
か
ら
の
計
画
を
目
指

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一般質問

家
いえづか

塚雅
まさひと

人 議員

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会

一
般
質
問
に
４
人
が
登
壇

一
般
質
問
に
４
人
が
登
壇

議
員
本
人
が
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

議
員
本
人
が
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

昨年の高齢者ふれあい交流会の様子昨年の高齢者ふれあい交流会の様子

←左のＱＲコードを読み取ることで議会録画サイト(YouTube)に繋がります。

Ａ 福祉計画の上位計画として
策定に向けて取り組みます

録画映像
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Ｑ 帯状疱疹ワクチンの
接種費用助成について

Ａ 現時点で接種費用を
助成する考えはありません

湯
本
議
員

　
帯
状
疱
疹
は
、
子
ど
も
の
頃

に
感
染
す
る
「
水
ぼ
う
そ
う
」

の
ウ
イ
ル
ス
が
、
治
癒
後
も
体

の
感
覚
神
経
に
潜
伏
し
て
、
大

人
に
な
っ
て
加
齢
や
疲
労
に
よ

る
ス
ト
レ
ス
、
基
礎
疾
患
や
が

ん
・
リ
ウ
マ
チ
な
ど
の
治
療
で

使
用
さ
れ
る
免
疫
抑
制
剤
に

よ
っ
て
免
疫
力
が
低
下
す
る
こ

と
で
、
ウ
イ
ル
ス
が
再
活
性
化

し
発
症
す
る
病
気
で
す
。

　
国
の
研
究
機
関
に
よ
る
と
帯

状
疱
疹
は
、
激
痛
だ
け
で
な
く

顔
が
歪
む
よ
う
な
顔
面
神
経
麻

痺
や
髄
膜
炎
な
ど
入
院
と
な
る

場
合
も
あ
り
、
成
人
の
90
％
以

上
が
原
因
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

て
い
ま
す
。

　
帯
状
疱
疹
の
発
症
は
、
50
歳

以
上
が
７
割
以
上
で
、
80
歳
ま

で
に
３
人
に
１
人
が
帯
状
疱
疹

を
経
験
す
る
と
推
定
さ
れ
、
治

療
に
掛
か
る
医
療
費
は
高
額
で

す
。
ま
た
、
後
遺
症
が
残
っ
た

場
合
は
、
更
に
負
担
が
大
き
く

な
り
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
医
療

費
が
抑
制
さ
れ
る
と
の
研
究
報

告
か
ら
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

の
啓
発
と
普
及
は
50
歳
以
上
の

方
の
健
康
維
持
を
通
じ
て
医
療

費
の
抑
制
が
期
待
で
き
る
と
考

え
る
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
費

用
助
成
に
つ
い
て
町
長
の
考
え

を
伺
う
。

町

　長

　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
、
50

歳
以
上
の
希
望
さ
れ
る
方
が
接

種
す
る
任
意
接
種
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
国

の
「
厚
生
科
学
審
議
会
予
防
接

種
・
ワ
ク
チ
ン
分
科
会
」
に
お

い
て
、
定
期
接
種
と
し
て
追
加

を
検
討
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
一
つ

と
し
て
、
そ
の
効
果
や
持
続
期

一般質問

間
、
導
入
に
適
切
な
対
象
年
齢
、

２
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
の
比
較
、

安
全
性
や
定
期
接
種
化
に
よ
る

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
と
罹
患
に

伴
う
医
療
費
の
分
析
等
に
つ
い

て
、
検
証
、
評
価
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で

は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
い
た

定
期
接
種
化
を
国
に
求
め
る
べ

き
と
考
え
ま
す
の
で
、
接
種
費

用
を
助
成
す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。

湯
本
議
員

　
北
海
道
で
30
市
町
村
が
帯
状

疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
対
す

る
費
用
負
担
を
決
め
て
い
ま

す
。

　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
効
果

は
、
生
ワ
ク
チ
ン
で
有
効
性
が

63
～
70
％
ぐ
ら
い
、
不
活
化
ワ

ク
チ
ン
の
効
果
は
96
～
98
％
の

効
果
、
９
年
～
10
年
有
効
と
い

う
こ
と
で
、
各
自
治
体
が
助
成

を
行
っ
て
い
る
の
で
は
と
思
い

ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
は
２
回
で
４
万
円

か
か
り
、
個
人
の
任
意
接
種
は

負
担
が
大
き
い
の
で
、
町
の
助

成
が
あ
れ
ば
予
防
接
種
す
る
人

が
増
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
一
刻
も
早
く
町
民
の
健
康
を

守
る
と
い
う
町
長
の
考
え
は
。

町

　長

　
直
近
の
道
内
自
治
体
の
費
用

助
成
は
、
33
市
町
村
で
、
割
合

は
18
％
。
全
国
の
市
町
村
の
実

施
率
は
16
％
で
す
。
本
町
の

場
合
、
50
歳
以
上
の
人
口
が

４
５
２
８
人
で
試
算
す
る
と
相

当
な
額
に
な
り
ま
す
。

　
帯
状
疱
疹
の
発
症
は
、
地
域

性
で
な
く
、
全
国
的
な
も
の
で

す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
に
つ

い
て
は
、
財
政
負
担
が
大
き
い

こ
と
か
ら
、
公
費
負
担
は
国
の

定
期
接
種
化
、
法
定
化
を
望
む

と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
本
年
第
１
回
定
例
会

で
、
議
員
提
案
に
よ
り
、
帯
状

疱
疹
ワ
ク
チ
ン
へ
の
助
成
並
び

に
定
期
接
種
化
を
求
め
る
意
見

書
が
採
択
さ
れ
て
い
る
経
過
が

あ
り
ま
す
。

　
町
と
し
て
も
全
国
民
が
等
し

く
接
種
費
用
の
負
担
が
受
け
ら

れ
る
制
度
で
あ
っ
て
欲
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

録画映像
湯
ゆ も と

本　要
かなめ

 議員
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Ｑ 新型コロナウイルスワクチン等の

ワクチン接種における周知方法について

Ａ 独自の情報提供を行う考えはありません

高
橋
議
員

　
本
年
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
５
類
に
区
分

さ
れ
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
も
下

が
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
を

し
っ
か
り
伝
え
ず
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
推
奨
す
る
と
い
う
方
向

性
は
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
私
は
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
す
る
こ
と
、
し
な
い
こ
と

に
対
し
差
別
的
な
感
じ
が
出
な

い
よ
う
に
情
報
の
共
有
が
必
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
推
奨
に
当
た
っ
て
は
リ
ス
ク

を
し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と
が
非

常
に
重
要
で
あ
り
、
私
自
身
全

て
の
ワ
ク
チ
ン
は
ほ
ぼ
効
果
が

無
い
こ
と
、
接
種
す
る
こ
と
で

様
々
な
健
康
上
の
問
題
を
引
き

起
こ
す
リ
ス
ク
が
あ
り
、
健
康

に
生
き
て
ゆ
く
た
め
に
は
む
し

ろ
打
た
な
い
方
が
良
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
接
種
は
個
人
の
自
由
で
あ
り

ま
す
が
接
種
し
な
い
こ
と
も
ま

た
個
人
の
自
由
で
あ
り
強
制
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
町
民
の
各
種
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
判
断
に
お
い
て
は
よ
り
詳
細

な
情
報
提
供
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
際
に
は
様
々
な

専
門
家
の
意
見
を
取
り
入
れ
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
接
種
券
等

に
具
体
的
に
わ
か
り
や
す
く
見

え
や
す
い
場
所
に
明
記
し
、
国

が
公
表
し
て
い
る
現
状
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
よ
る
死
亡
者
数
、

後
遺
症
の
被
害
者
数
な
ど
の
リ

ス
ク
に
つ
い
て
も
記
載
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
移
住
し
て
く
る
方

も
増
え
る
中
で
、
町
民
の
健
康

な
生
活
を
第
一
に
考
え
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
を
慎
重
な
考
え

で
進
め
て
い
る
町
と
い
う
の
は

魅
力
の
一
つ
に
な
る
と
思
い
ま

す
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町

　長

　
町
が
実
施
し
て
い
る
全
て
の

予
防
接
種
は
、
法
に
定
め
る
努

力
義
務
と
し
て
あ
く
ま
で
も
接

種
す
る
方
の
意
思
に
よ
り
受
け

る
も
の
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年

に
感
染
が
世
界
中
に
拡
大
し
た

こ
と
に
よ
り
国
の
指
針
に
基
づ

い
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。

　
接
種
に
あ
た
っ
て
は
副
反
応

及
び
健
康
被
害
等
が
明
記
さ
れ

て
い
る
国
の
接
種
説
明
書
と

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
、
接

種
リ
ス
ク
を
理
解
し
た
上
で
個

人
の
判
断
で
接
種
が
行
わ
れ
ま

す
。
な
お
、
厚
生
労
働
省
か
ら

の
通
知
で
は
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
内
容
は
変
更
し
て
は
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
と

し
て
は
国
や
北
海
道
か
ら
の
通

達
な
ど
、
引
き
続
き
必
要
な
情

報
提
供
を
行
い
十
分
な
理
解
の

も
と
で
接
種
が
行
わ
れ
る
よ
う

対
応
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、

町
が
専
門
家
の
意
見
を
取
り
入

れ
た
独
自
の
情
報
を
作
成
し
提

供
を
行
う
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。

高
橋
議
員

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
対
し
て
懐

疑
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

様
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
で
も
町
独
自
の
情
報
提
供
を

行
え
な
い
理
由
と
は
。

町

　長

　
町
と
し
ま
し
て
は
予
防
接
種

は
も
と
よ
り
国
の
方
針
並
び
に

道
の
運
用
基
準
、
実
施
要
項
に

基
づ
い
て
実
施
を
す
る
の
が
適

切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

一般質問

録画映像 高
たかはししゅうへい

橋修平 議員
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Ｑ あったか灯油の実施は

Ａ 今後の価格推移を踏まえて判断します

熊
木
議
員

　
今
年
は
猛
暑
で
連
日
30
度
を

超
え
る
日
が
続
き
ま
し
た
。
昨

年
か
ら
続
く
物
価
高
騰
、電
気
、

ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
の
価
格
が
上

が
り
町
民
の
生
活
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
冬
を

過
ご
す
の
に
、
灯
油
価
格
の
上

昇
を
心
配
す
る
町
民
の
方
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
現
在
の
灯
油

価
格
は
１
㍑
当
た
り
１
２
５
円

と
高
騰
し
て
い
ま
す
。
昨
年
も

燃
料
費
価
格
の
高
騰
に
伴
い
、

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
ひ
と
り

親
家
庭
を
対
象
と
し
て
一
世
帯

当
た
り
１
万
３
千
円
の
助
成
を

実
施
し
、
対
象
と
な
っ
た
世
帯

か
ら
は
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
対
象
枠
の
拡
大
や
、
新
た

な
生
活
応
援
措
置
費
等
、
今
年

度
の
実
施
に
つ
い
て
伺
う
。

町

　長

　
灯
油
価
格
の
高
騰
等
に
よ
る

冬
期
間
に
お
け
る
負
担
軽
減
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
高
齢
者
・

障
が
い
者
・
ひ
と
り
親
世
帯
等

を
対
象
に
、
直
近
で
は
令
和
３

年
度
と
令
和
４
年
度
に
実
施
し

て
い
ま
す
。
全
国
的
な
燃
料
高

騰
に
よ
り
、
灯
油
価
格
に
つ
い

て
も
高
止
ま
り
の
状
態
が
続
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
価

格
推
移
を
踏
ま
え
、
本
年
度
の

実
施
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
き

ま
す
。
な
お
、
新
た
な
生
活
応

援
措
置
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

電
力
、
ガ
ス
、
食
料
品
価
格
高

騰
対
策
と
し
て
「
住
民
税
非
課

税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別

給
付
金
事
業
」
や
「
南
幌
町
生

活
応
援
チ
ケ
ッ
ト
事
業
」
を
実

施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
段

階
に
お
い
て
実
施
の
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。

熊
木
議
員

　
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は
今

後
の
灯
油
価
格
の
推
移
を
み
て

判
断
す
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
非
課
税
世
帯
だ
け
で
な
く

年
金
生
活
者
で
70
歳
未
満
の
家

庭
で
も
、
生
活
に
係
る
冬
期
間

の
暖
房
費
高
騰
は
厳
し
い
と
い

う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
生
活
保
護
受
給
者
世

帯
に
対
し
て
灯
油
代
金
を
支
給

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま

す
。
対
象
枠
の
拡
大
や
新
た
な

支
援
の
対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
今
年
の
猛
暑
時
に
公
共
施
設

を
開
放
し
て
ク
ー
リ
ン
グ
タ
ー

ミ
ナ
ル
を
実
施
し
て
い
る
自
治

体
が
あ
り
ま
す
が
、
本
町
で
も

冬
期
間
な
ど
取
り
組
み
が
で
き

な
い
か
伺
う
。

町

　長

　
あ
っ
た
か
灯
油
の
実
施
基
準

は
例
年
10
月
か
ら
12
月
の
３
か

月
間
の
灯
油
価
格
を
ベ
ー
ス
に

判
断
し
て
い
ま
す
。
実
施
に
つ

い
て
は
12
月
早
々
に
判
断
し
、

実
施
す
る
場
合
は
年
内
の
支
給

に
間
に
合
う
よ
う
考
え
て
い
ま

す
。

　
生
活
保
護
世
帯
に
つ
い
て

は
、
保
護
費
の
中
で
暖
房
費
が

措
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
実

施
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
現
状
で
は
生
活
応
援
チ

ケ
ッ
ト
を
実
施
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
新
た
な
生
活
応
援
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
夏
の
厳
し
い
暑
さ
、
冬
の
厳

し
い
寒
さ
を
迎
え
、
核
家
族
化

も
し
て
い
ま
す
の
で
町
民
が
集

う
場
所
と
し
て
公
共
施
設
が

有
効
的
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、

ク
ー
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
意

見
を
受
け
止
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

録画映像熊
く ま き け い こ

木惠子 議員



委
員
【
生
活
路
線
等
交
通
事

業
】

　
あ
い
る
ー
と
の
普
及
で
運
転

免
許
証
自
主
返
納
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

住
民
課
　
栗
山
警
察
署
受
付
分

で
41
名
の
実
績
と
な
っ
た
。
ま

た
、
ハ
イ
ヤ
ー
利
用
券
の
使
用

実
績
を
み
て
も
、
運
転
免
許
証

自
主
返
納
を
決
断
す
る
ひ
と
つ

の
要
因
と
考
え
る
。

委
員
【
生
活
路
線
等
交
通
事

業
】

　
あ
い
る
ー
と
の
ス
マ
ホ
で
の

予
約
状
況
と
利
用
料
金
の
支
払

い
方
法
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
　
ス
マ
ホ
及
び

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
予
約
申

し
込
み
は
６
・
１
％
で
令
和
３

年
度
と
大
き
な
差
は
な
い
。
利

用
料
金
の
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
決
済
は

７
０
５
件
、
７
・
３
％
と
な
り
、

現
金
で
の
支
払
い
は
全
体
の

84
・
３
％
で
あ
る
。

委
員
【
知
名
度
向
上
対
策
事

業
】

　
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
効

果
や
反
響
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
　
数
字
で
表
す

の
は
難
し
い
が
、
移
住
の
検
討

や
宅
地
を
購
入
さ
れ
て
い
る
方

が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｐ

Ｒ
効
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

委
員
【
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

推
進
事
業
】

　
ま
ち
づ
く
り
サ
ロ
ン
で
の
参

加
者
の
声
と
今
後
の
開
催
予
定

は
。

ま
ち
づ
く
り
課
　
は
れ
っ
ぱ
に

お
い
て
子
ど
も
達
と
高
齢
者
と

の
活
動
や
子
ど
も
食
堂
な
ど
の

取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
な
ど

の
意
見
が
あ
っ
た
。
今
後
の
開

催
予
定
は
な
い
。

委
員【
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・

観
光
周
遊
策
推
進
事
業
】

　
当
初
予
算
と
決
算
に
大
き
な

差
異
が
あ
る
が
そ
の
要
因
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
　
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
で
は
、
は
れ
っ
ぱ
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
業
務
が
国
の

交
付
金
の
採
択
を
受
け
、
補
正

予
算
で
増
額
と
な
っ
た
。
観
光

周
遊
策
推
進
事
業
で
は
、
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
１
基
か
ら

４
基
に
拡
充
に
し
た
こ
と
が
要

因
で
あ
る
。

委
員
【
高
度
無
線
環
境
整
備
事

業
】

　
農
村
地
域
で
の
光
フ
ァ
イ

バ
ー
の
開
通
数
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
か
ら
の
報
告
で
、
３
月
末
時

点
で
１
４
９
件
と
な
っ
て
い
る
。

委
員【
観
光
周
遊
策
促
進
事
業
】

　
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
役

場
庁
舎
に
設
置
し
て
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
　
町
外
か
ら
多

く
の
人
が
訪
れ
る
施
設
、
ま
た

観
光
施
設
、
南
幌
町
の
歴
史
と

い
う
観
点
か
ら
、
は
れ
っ
ぱ
、

南
幌
温
泉
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
、
ぽ

ろ
ろ
の
４
箇
所
に
設
置
し
て
お

り
、
役
場
庁
舎
に
設
置
す
る
考

え
は
な
い
。

委
員
【
防
災
対
策
事
業
】

　
災
害
備
蓄
品
の
整
備
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

総
務
課
　
第
２
次
南
幌
町
災
害

備
蓄
品
整
備
計
画
に
お
い
て
、

大
型
資
機
材
は
整
備
を
終
え
て

い
る
。
非
常
食
は
避
難
対
象
人

　第３回定例会において、一般会計ほか５特別会計及び病院事業会計の令和４年度決算をいずれも決算　第３回定例会において、一般会計ほか５特別会計及び病院事業会計の令和４年度決算をいずれも決算

審査特別委員会（熊木委員長ほか委員８名）に付託されました。審査特別委員会（熊木委員長ほか委員８名）に付託されました。

　決算審査特別委員会は、９月７日から３日間の日程で審議し、賛成全員（欠席１名）で「原案のとお　決算審査特別委員会は、９月７日から３日間の日程で審議し、賛成全員（欠席１名）で「原案のとお

り認定すべきもの」と決定し、本会議で報告しました。り認定すべきもの」と決定し、本会議で報告しました。

　委員会での質疑を要約して掲載します。　委員会での質疑を要約して掲載します。

総
務
費

総
務
費

委
員
【
庁
舎
等
管
理
経
費
】

　
庁
舎
内
に
案
内
看
板
が
必
要

で
は
。

総
務
課
　
役
場
庁
舎
大
規
模
改

修
時
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
で
各
課
を
色
分
け
し
、
わ
か

り
や
す
く
掲
示
し
た
。
来
庁
者

で
行
先
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は

職
員
が
声
掛
け
で
対
応
し
て
い

る
が
、
も
う
少
し
わ
か
り
や
す

い
掲
示
が
必
要
で
な
い
か
と
現

在
、
検
討
し
て
い
る
。

委
員
【
広
報
広
聴
活
動
事
業
】

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
修
内
容

は
。

ま
ち
づ
く
り
課
　
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
に
検
索
窓
の
設
置
、
議
会

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
改
修
、
観
光

バ
ナ
ー
の
位
置
変
更
を
行
っ
た
。

委
員
【
移
住
促
進
事
業
】

　
移
住
体
験
促
進
事
業
の
実
績

は
。

ま
ち
づ
く
り
課
　
昨
年
度
の
移

住
体
験
受
け
入
れ
は
４
組
あ
っ

た
が
、
移
住
実
績
に
は
結
び

つ
い
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で

１
５
７
組
が
利
用
し
、
そ
の
う

ち
４
組
が
南
幌
町
に
移
住
し
て

い
る
。

町内４か所に設置されている

デジタルサイネージ
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数
を
千
人
と
し
て
、
１
日
３
食

の
対
応
が
可
能
で
あ
る
。

民
生
費

委
員
【
保
育
所
等
運
営
補
助
事

業
】

　
主
食
給
食
費
補
助
金
で
３
歳

児
以
上
の
自
己
負
担
金
の
額
と

今
後
の
補
助
拡
充
の
考
え
は
。

保
健
福
祉
課
　
主
食
分
５
０
０

円
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
保

護
者
負
担
は
千
円
で
あ
り
、
補

助
の
拡
充
は
考
え
て
い
な
い
。

委
員
【
保
育
士
等
就
労
支
援
事

業
】

　
補
助
金
決
算
額
の
内
訳
、
保

育
士
の
不
足
状
況
、
待
機
児
童

に
つ
い
て
は
。

保
健
福
祉
課
　
補
助
に
つ
い
て

は
南
幌
い
ち
い
保
育
園
で
は
町

外
在
住
者
１
名
で
合
計
17
万

円
。
み
ど
り
野
幼
稚
園
で
は
町

内
在
住
者
１
名
で
合
計
13
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
保
育
士
は
新

規
採
用
を
し
て
い
る
が
、
ま
だ

ま
だ
不
足
し
て
い
る
。
待
機
児

童
は
い
な
い
。

委
員
【
自
殺
予
防
対
策
事
業
】

　
こ
こ
ろ
の
健
康
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
で
受
診
者
数
が
７
２
０
名

と
あ
る
が
そ
の
内
容
は
。

保
健
福
祉
課
　
特
定
健
診
等
の

健
診
の
場
で
受
診
者
に
心
の
健

康
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
配
布

し
、
結
果
に
よ
り
心
配
の
あ
る

方
に
個
別
に
保
健
師
が
面
談
を

し
て
い
る
。

委
員
【
福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
利
用
料

金
助
成
事
業
】

　
こ
の
助
成
と
人
工
透
析
患
者

等
通
院
交
通
費
助
成
の
両
方
を

受
け
る
こ
と
は
可
能
か
。
ま
た
、

助
成
額
の
増
額
の
要
望
は
。

保
健
福
祉
課
　
事
業
の
目
的
は

違
う
が
、
申
請
す
れ
ば
可
能
。

利
用
者
か
ら
の
助
成
額
増
額
の

要
望
は
な
い
。

衛
生
費

委
員
【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
】

　
使
用
期
限
切
れ
等
の
た
め
、

廃
棄
と
な
っ
た
ワ
ク
チ
ン
は

あ
っ
た
か
。

保
健
福
祉
課
　
使
用
期
限
切
れ

に
よ
り
廃
棄
し
た
ワ
ク
チ
ン
は

な
い
。

委
員
【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
】

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
伴
う
、
副
反

応
や
後
遺
症
が
高
齢
者
に
増

え
て
い
る
と
思
う
が
、
全
数

調
査
の
実
施
は
。
ま
た
、
接

種
後
に
体
調
が
悪
化
し
た
方

へ
の
対
応
は
。

保
健
福
祉
課
　
副
反
応
等
の
全

数
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
。
接

種
時
は
保
健
師
と
看
護
師
が
接

種
会
場
に
待
機
し
て
い
る
。
調

子
が
悪
い
場
合
は
す
ぐ
相
談
で

き
、
医
師
も
対
応
し
て
い
る
。

後
遺
症
等
、
長
く
病
状
が
続
く

場
合
は
、
保
健
所
経
由
で
後
遺

症
外
来
を
行
っ
て
い
る
病
院
に

つ
な
ぐ
相
談
窓
口
を
紹
介
し
て

い
る
。

委
員
【
成
人
保
健
事
業
】

　
が
ん
検
診
で
が
ん
が
発
見
さ

れ
た
割
合
は
。
ま
た
、
が
ん
検

診
の
受
診
率
を
町
と
し
て
ど
う

捉
え
て
い
る
か
。

保
健
福
祉
課
　
令
和
４
年
度
、

大
腸
が
ん
２
名
０
・
27
％
、
乳

が
ん
２
名
０
・
62
％
の
発
見
率

だ
っ
た
。
受
診
率
は
全
国
・
全

道
と
比
較
し
て
も
南
幌
町
の
が

ん
検
診
は
高
い
受
診
率
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
も
就
労
前
の
早

い
時
間
や
休
日
の
検
診
を
実
施

し
、受
診
率
の
向
上
に
努
め
る
。

委
員
【
母
子
保
健
事
業
】

　
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
の
改
修

内
容
は
。
ま
た
、
こ
の
ア
プ
リ

で
病
児
・
病
後
児
保
育
の
申
し

込
み
は
で
き
る
か
。

保
健
福
祉
課
　
相
談
支
援
で
妊

娠
８
ヶ
月
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や

産
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
４
歳
と

５
歳
の
健
康
相
談
の
予
約
を
で

き
る
よ
う
に
改
修
し
た
。
病
児

病
後
児
保
育
の
予
約
相
談
は
、

電
話
に
よ
り
保
健
福
祉
課
、
町

立
病
院
で
の
対
応
と
な
る
。

農
林
水
産
業
費

委
員
【
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事

業
】

　
Ｒ
Ｔ
Ｋ
系
基
地
局
運
営
で
利

用
者
か
ら
南
幌
の
基
地
局
が
故

障
し
て
い
る
と
聞
い
た
が
。
ま

た
、
な
ぜ
最
初
か
ら
ホ
ク
レ
ン

の
Ｒ
Ｔ
Ｋ
基
地
局
を
利
用
し
な

か
っ
た
の
か
。
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行
っ
て
い
る
。

委
員
【
食
育
活
動
推
進
事
業
】

　
北
海
道
文
教
大
学
包
括
連
携

事
業
の
南
幌
産
米
Ｐ
Ｒ
事
業
の

内
容
は
。

産
業
振
興
課
　
令
和
４
年
12
月

に
南
幌
産
米
の
南
幌
ピ
ュ
ア
ラ

イ
ス
の
新
米
１
０
０
㎏
を
農
協

と
町
が
一
緒
に
北
海
道
文
教
大

学
に
贈
呈
し
、
大
学
の
健
康
栄

養
学
科
の
学
生
に
無
料
で
お
に

ぎ
り
を
配
布
す
る
事
業
を
実
施

し
た
。
ま
た
、
南
幌
町
の
の
ぼ

り
や
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
南

幌
産
米
の
Ｐ
Ｒ
も
行
っ
た
。

委
員
【
農
業
振
興
補
助
金
交
付

事
業
】

　
令
和
４
年
度
重
点
施
策
事
業

と
し
て
５
つ
の
助
成
事
業
の
最

終
的
な
決
算
額
は
。

産
業
振
興
課
　
重
点
施
策
の

考
え
方
は
、
農
協
の
中
期
３

か
年
計
画
と
町
の
総
合
計
画

の
内
容
が
一
致
し
た
内
容
に

選
定
し
て
い
る
。
実
績
額
は
、

１
３
４
４
万
３
６
０
２
円
で
、

う
ち
町
か
ら
の
補
助
金
は
、
事

業
費
の
２
分
の
１
以
内
で
上
限

が
４
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

　
主
な
内
容
は
、
担
い
手
育
成

販
売
、
発
注
業
務
、
バ
ス
の
回

数
券
、
定
期
券
の
販
売
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
の
発
送
業

務
、
観
光
案
内
を
行
っ
て
い
る
。

　
３
階
会
議
室
の
利
用
状
況

は
、
株
式
会
社
ニ
ー
ブ
が
使
用

し
、
全
国
で
リ
モ
ー
ト
試
験
を

行
い
、
そ
の
後
の
回
答
用
紙
が

ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
配
送
さ
れ
、
振

り
分
け
後
に
再
度
配
送
す
る
拠

点
と
し
て
運
用
し
て
い
る
。

委
員
【
空
き
店
舗
活
用
支
援
事

業
】

　
実
績
１
件
の
ほ
か
に
相
談
は

あ
っ
た
か
。
ま
た
、
こ
の
事
業

制
度
の
拡
充
の
考
え
は
。

産
業
振
興
課
　
相
談
は
複
数
件

あ
っ
た
が
、
住
居
兼
店
舗
物
件

の
希
望
が
非
常
に
多
く
、
そ
の

産
業
振
興
課
　
Ｒ
Ｔ
Ｋ
基
地
局

は
、
今
年
２
月
に
Ｒ
Ｔ
Ｋ
の
ア

ン
テ
ナ
が
故
障
し
、
衛
星
が
受

信
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
。
ア
ン
テ
ナ
修
繕
に
多
額
の

費
用
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
今

年
４
月
か
ら
完
全
に
ホ
ク
レ
ン

の
Ｒ
Ｔ
Ｋ
シ
ス
テ
ム
に
移
行
し

て
い
る
。
ま
た
、
町
の
Ｒ
Ｔ
Ｋ

基
地
局
は
平
成
28
年
に
設
置

し
、
そ
の
後
ホ
ク
レ
ン
の
Ｒ
Ｔ

Ｋ
シ
ス
テ
ム
が
令
和
元
年
か
ら

本
格
始
動
と
な
り
、
複
数
の
Ｊ

Ａ
で
一
つ
の
基
地
局
を
共
有
す

る
こ
と
で
、
利
用
料
が
安
い
こ

と
、
不
具
合
が
あ
っ
た
場
合
に

近
隣
の
基
地
局
を
利
用
で
き
る

と
い
う
安
定
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
町
の
基
地
局
は
、
修
繕
し

な
い
こ
と
に
決
定
し
た
。

委
員
【
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
】

　
南
空
知
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

協
議
会
等
と
連
携
し
て
、
広
域

で
捕
獲
対
策
を
強
化
し
た
実
施

状
況
は
。

産
業
振
興
課
　
広
域
で
の
被
害

防
止
計
画
を
立
て
、
捕
獲
に
係

る
経
費
や
箱
罠
等
の
捕
獲
機
器

の
導
入
の
補
助
金
を
受
け
て
い

る
。
ま
た
、
１
市
４
町
合
同
の

捕
獲
技
術
に
関
す
る
研
修
や
野

生
鳥
獣
の
習
性
に
関
す
る
研

修
、
担
当
職
員
の
捕
獲
研
修
会

の
実
施
に
よ
り
人
材
育
成
を

で
青
年
部
の
道
外
視
察
研
修
へ

の
助
成
、
土
壌
診
断
に
基
づ
く
、

土
壌
改
良
資
材
の
配
布
な
ど
が

あ
る
。

委
員
【
農
業
経
営
状
況
】

　
農
業
経
営
の
現
状
及
び
資
材

の
高
騰
が
続
く
場
合
、
町
は
ど

の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る

か
。

産
業
振
興
課
　
本
町
の
農
業
経

営
は
米
価
と
転
作
の
補
助
金
が

収
益
の
大
部
分
を
占
め
て
い

る
。
生
産
資
材
の
高
騰
は
農
業

経
営
に
と
っ
て
厳
し
い
面
が

あ
っ
た
も
の
と
み
て
い
る
。
今

後
も
農
協
と
確
認
し
な
が
ら
連

携
し
て
支
援
を
進
め
て
い
き
た

い
。

商
工
費

委
員
【
観
光
協
会
運
営
助
成
事

業
】

　
特
販
所
販
売
員
の
人
数
と
職

務
内
容
は
。
ま
た
、
ビ
ュ
ー

ロ
ー
３
階
会
議
室
を
使
用
し
て

い
る
企
業
の
現
在
の
状
況
と
今

後
は
。

産
業
振
興
課
　
特
販
所
の
販
売

員
１
名
、
軽
食
コ
ー
ナ
ー
調
理

員
１
名
と
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
１

名
で
、
特
販
所
で
は
特
産
品
の

希
望
に
沿
う
物
件
が
無
い
こ
と

か
ら
出
店
に
至
っ
て
い
な
い
状

況
で
あ
る
。

　
令
和
３
年
度
か
ら
操
業
に
関

わ
る
経
費
も
補
助
対
象
と
し
、

改
装
費
用
や
備
品
購
入
費
も
対

象
に
拡
充
し
て
き
た
た
め
、
当

面
は
現
状
維
持
と
考
え
て
い

る
。

土
木
費

委
員
【
町
道
除
排
雪
事
業
】

　
除
雪
体
制
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
、
作
業
員
確
保
の
取
り

組
み
は
。
ま
た
、
今
後
、
住
宅

の
増
加
や
準
工
業
用
地
が
で
き

る
と
、
除
排
雪
道
路
の
距
離
が

延
び
る
が
、
町
は
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
の
か
。

　
除
雪
車
の
大
型
免
許
資
格
取

得
に
対
す
る
助
成
の
考
え
は
。

都
市
整
備
課
　
委
託
業
務
先
が

中
心
と
な
り
作
業
員
の
確
保
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
毎
年

業
務
終
了
後
、
委
託
事
業
者
と

除
雪
体
制
に
つ
い
て
情
報
交
換

を
行
い
、
路
線
増
や
次
年
度
以

降
の
考
え
を
情
報
提
供
し
な
が

ら
、
人
員
確
保
、
機
械
の
更
新

等
も
含
め
総
合
的
に
町
の
施
策

と
し
て
検
討
す
る
。
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委
員
【
公
営
住
宅
管
理
事
業
】

　
柳
陽
団
地
シ
ル
バ
ー
住
宅
の

入
居
条
件
は
。ま
た
、シ
ル
バ
ー

住
宅
へ
の
希
望
者
が
増
え
た
場

合
の
考
え
は
。

都
市
整
備
課
　
入
居
条
件
は
シ

ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
運
営
連
絡

会
議
で
協
議
し
て
決
め
て
い

る
。
一
般
の
公
営
住
宅
の
需
要

と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
て
、

将
来
的
に
新
た
に
町
営
シ
ル

バ
ー
住
宅
の
建
設
も
視
野
に
入

れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

教
育
費

委
員
【
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
業
】

　
小
中
学
校
授
業
支
援
ソ
フ
ト

「
ス
マ
イ
ル
ネ
ク
ス
ト
」
の
詳

細
と
導
入
の
評
価
は
。
ま
た
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
破
損
や
故
障
、

使
用
時
に
通
信
障
害
は
起
き
な

か
っ
た
か
。

生
涯
学
習
課
　
小
・
中
学
校
向

け
の
学
習
ソ
フ
ト
で
、
業
務
支

援
や
学
習
ツ
ー
ル
、
情
報
教
育

教
材
機
能
が
一
つ
に
な
っ
て
い

る
。ド
リ
ル
学
習
や
共
同
学
習
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
で
き

る
教
材
で
、
ソ
フ
ト
に
教
材
が

セ
ッ
ト
と
な
っ
て
お
り
、
プ
リ

ン
ト
を
配
布
す
る
こ
と
な
く
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
授
業
が
開
始
で

き
る
利
点
が
あ
る
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
故
障
は
、
小

学
校
８
台
、
中
学
校
５
台
で
主

な
故
障
の
原
因
は
、
液
晶
割

れ
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
一
部
故
障

等
で
、
通
信
障
害
の
報
告
は
な

か
っ
た
。

委
員
【
健
康
づ
く
り
・
体
力
向

上
事
業
】

　
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
軽
ス
ポ
ー

ツ
教
室
の
参
加
人
数
が
令
和
３

年
度
と
比
較
し
て
、
横
ば
い
か

減
少
傾
向
だ
が
、そ
の
要
因
は
。

生
涯
学
習
課
　
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
る
社
会
的
な
外
出
自
粛
の
風

潮
傾
向
も
あ
り
、
教
室
に
よ
っ

て
は
、
開
催
回
数
も
減
少
し
た
。

委
員
【
青
少
年
健
全
育
成
事
業
】

　
あ
そ
び
の
達
人
の
登
録
者
数

が
前
年
度
よ
り
減
っ
た
要
因

は
。
ま
た
、
25
回
開
催
し
て
い

る
が
、
場
所
の
確
保
、
事
業
内

容
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

の
確
保
は
。

生
涯
学
習
課
　
登
録
者
数
減
少

の
要
因
は
、
学
童
保
育
か
ら
の

登
録
者
数
の
減
少
に
よ
る
も
の

と
考
え
る
。
今
ま
で
全
学
年
が

一
つ
の
教
室
で
参
加
し
て
い
た

が
、
２
ク
ラ
ス
に
分
け
て
隔
週

で
、
人
数
を
減
ら
し
て
対
応
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

は
、
児
童
の
保
護
者
や
長
年
活

動
い
た
だ
い
て
い
る
ス
タ
ッ
フ

10
名
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
中
か
ら

毎
回
５
～
６
名
の
方
々
に
参
加

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

一
般
会
計
歳
入

委
員
【
町
税
収
入
】

　
税
金
等
の
納
付
に
伴
う
金
融

機
関
で
の
口
座
振
替
の
割
合

は
。

税
務
課
　
金
融
機
関
に
よ
る
口

座
振
替
の
割
合
は
、
全
体
の

20
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。

委
員
【
町
税
収
入
】

　
コ
ン
ビ
ニ
収
納
手
数
料
の
金

額
は
。

税
務
課
　
令
和
４
年
度
は
、
１

件
に
つ
き
税
抜
き
58
円
。
令
和

５
年
度
か
ら
は
１
円
上
が
り
税

抜
き
59
円
と
な
っ
て
い
る
。

病
院
事
業
会
計

委
員

　
現
在
の
医
師
３
名
体
制
か
ら

４
名
体
制
へ
早
期
に
実
現
し
た

い
と
の
こ
と
だ
が
、
現
状
の
医

師
が
集
ま
ら
な
い
こ
と
を
ど
う

捉
え
て
い
る
か
。

町
立
病
院
　
全
国
自
治
体
病
院

協
議
会
を
通
じ
て
18
件
、
民
間

系
の
医
療
人
材
派
遣
会
社
か
ら

15
件
、
そ
の
他
４
件
の
問
い
合

わ
せ
が
あ
っ
た
が
、
条
件
が
合

わ
ず
採
用
に
至
っ
て
い
な
い
。

医
師
４
名
体
制
が
ベ
ス
ト
と
考

え
今
後
も
医
師
確
保
に
取
り
組

む
。

委
員
　
医
師
４
名
体
制
に
な
っ

た
場
合
、
派
遣
医
は
ゼ
ロ
に
な

る
か
。

町
立
病
院
　
医
師
４
名
体
制
に

な
る
と
、
出
張
医
が
カ
バ
ー
し

て
い
た
部
分
は
、
常
勤
の
医
師

が
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
出
張
医
の
出
番
は
減
る
が

当
直
な
ど
は
ゼ
ロ
に
は
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

委
員
　
医
師
と
比
例
し
て
看
護

師
の
補
充
が
必
要
な
の
で
は
。

町
立
病
院
　
職
員
の
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
に
よ
り
、
一
時
的
に
受

け
入
れ
態
勢
が
厳
し
い
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
特
殊
事
情
が
な
い

限
り
、
看
護
部
門
は
不
足
と
は

考
え
て
い
な
い
。

委
員
　
今
後
、
病
院
施
設
の
大

き
な
改
修
計
画
は
あ
る
か
。
ま

た
、
看
護
師
の
研
修
は
実
施
し

て
い
る
か
。

町
立
病
院
　
現
段
階
で
大
規
模

改
修
計
画
は
策
定
し
て
い
な
い

が
、
状
況
を
踏
ま
え
今
後
ど
の

よ
う
な
改
修
が
必
要
な
の
か
検

討
す
る
予
定
で
あ
る
。
研
修
に

つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
看
護
協
会
の
専

門
的
な
研
修
等
を
受
け
て
い

る
。

決算審査特別委員会

タブレットによる授業
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長
幌
上
水
道
企
業
団

(

第
２
回
定
例
会)

◆
８
月
30
日(

出
席
議
員
　
側

瀬
・
佐
藤
・
石
川
・
高
橋
・
家
塚)

〇
令
和
４
年
度
長
幌
上
水
道
企

業
団
水
道
事
業
会
計
余
剰
金
の

処
分
及
び
決
算
認
定

〇
令
和
４
年
度
長
幌
上
水
道
企

業
団
水
道
事
業
会
計
決
算
に
基

づ
く
資
金
不
足
比
率

〇
放
棄
し
た
債
権
の
報
告

〇
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
規
約
の
変
更

〇
長
幌
上
水
道
企
業
団
議
会
の

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条

例
制
定

〇
長
幌
上
水
道
企
業
団
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定

道
央
廃
棄
物
処
理
組
合

(

第
１
回
臨
時
会)

◆
８
月
24
日

(

出
席
議
員
　
熊
木
・
側
瀬)

〇
議
長
の
選
挙

　
坂
野
　
智(

千
歳
市)

〇
副
議
長
の
選
挙

　
島
崎
　
圭
介(

北
広
島
市)

〇
例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果

に
つ
い
て(

令
和
５
年
１
月
分

～
６
月
分)(

報
告)

○
監
査
委
員
の
選
任
　

　
斉
藤
　
隆
浩(

栗
山
町)

南
空
知
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
組

合(

第
１
回
臨
時
会)

◆
７
月
24
日

(

出
席
議
員
　
側
瀬)

○
監
査
委
員
の
選
任

　
大
釜
　
登(

月
形
町)

石
狩
東
部
広
域
水
道
企
業
団

(

第
２
回
定
例
会)

◆
８
月
28
日

(

出
席
議
員

　
側
瀬)

〇
令
和
４
年
度
石
狩
東
部
広
域

水
道
企
業
団
水
道
用
水
供
給
事

業
決
算
認
定

〇
令
和
４
年
度
石
狩
東
部
広
域

水
道
企
業
団
水
道
用
水
供
給
事

業
決
算
に
基
づ
く
資
金
不
足
比

率○
監
査
委
員
の
選
任

　

　
島
崎
　
圭
介(

北
広
島
市)

〇
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
規
約
の
変
更

　　湯本要議員から９月６日の第３回定例会で

　　　　　　　　　　次のとおり謝罪がありました

議会議員として、多年にわたり地方自治の発展に寄与貢

献した功績に対し、北海道町村議会議長会会長から表彰

状の授与があり、側瀬議長から伝達されました。

　私が行った６月 13 日開催の第２回定例会の一般

質問において、選挙人名簿の閲覧項目を基に、数値

を把握した要旨の発言をしました。

　選挙人名簿の閲覧等については、公職選挙法に手

続きが定められており、今回利用した閲覧項目につ

いては、閲覧申請書に記載した内容と違う目的で利

用したものであり、更には、本人の同意が無いまま

に当該閲覧事項を利用目的外に使用したものです。

　選挙管理委員会より、本会議での発言にある閲覧

事項の利用について、公職選挙法に抵触する恐れが

あるため、聞き取り調査と事実関係の確認が行われ、

今回の選挙人名簿閲覧事項の目的外利用について

は、私としても公職選挙法に抵触するものと考える

ところであり、法律等を制定し、それを守るべき立

場である議会議員として、大変軽率な行為であった

こと責任は重大であり、また、議会の品位を傷つけ、

有権者の信頼を損なう行為であったと深く反省して

います。

　ここに衷心よりお詫び申し上げ、謝罪します。

◆選挙管理委員会の判断

◎湯本要議員

　選挙人名簿閲覧事項の目的外利用について、公職

選挙法第 28 条の４第１項の規定に違反しているが、

議会定例会において謝罪の発言があり、反省の意が

示されていることなどから、公職選挙法に規定する

過料処分とはせず厳重注意とする。

◎熊木惠子議員

　選挙人名簿閲覧事項について、閲覧申出書記載の

管理方法と相違が認められ、公職選挙法第 28 条の

２第 12 項の規定による適切な管理を怠っているこ

とから厳重注意とする。



142023.11 NANPORO15 2023.11NANPORO

　南幌町議会基本条例第 12 条（提言者組織の設置）に

基づき、議会だより 8 月号において募集していました南

幌町議会評価提言者６名（任期２年）が決定しました。

　議会では、町民参加と町民からのご意見等を議会の運

営等に反映させ、議会の円滑かつ民主的な運営をしてい

くための活動として、議会・委員会を傍聴しての意見や

議会だより・議会ＨＰに関する意見、また議員との意見

交換会に参加していただくことになります。

　今後ともよろしくお願いいたします。

　平成 27 年第３回定例会の一般質問で、地域おこし協力

隊員の募集について提案しました。

　それに対して町は、責任を持って協力隊員を受け入れる

環境づくりができていないため、現段階での導入は、困難

であるとの回答でしたが、平成 30 年から地域おこし協力

隊員１名が採用され、現在は３名の方が地域おこし協力隊

員として活動しています。

　地域おこし協力隊員は、３年間の期間の中で町から取り

組む課題があり、現在は、空き店舗活用や観光振興、特産

品コーディネート活動、移住・観光コンシェルジュを課題

に日々活動されています。活動終了後は、起業または就業

し、南幌町に定住する予定となっています。（細川）

議会評価提言者

～評価提言者に関するお問い合わせ～

南幌町議会事務局　〒 069-0292　南幌町栄町３丁目２番１号

TEL 011-398-7250　FAX 011-378-2131

gikaijimukyoku@town.nanporo.hokkaido.jp

あの質問どうなった！？
あの質問どうなった！？

地域のために活動しています！

～南幌町・地域おこし協力隊～

Follow
-up

Follow
-up

地域おこし協力隊の活動の様子地域おこし協力隊の活動の様子

～追跡調査～
～追跡調査～

評価提言者へ委嘱状の交付評価提言者へ委嘱状の交付

議会評価提言者が決定しました！議会評価提言者が決定しました！

氏　名 行政区 備考

１ 丹藤　　修 西町 再任

２ 大内　孝行 15 区 再任

３ 加藤　政一 中央 再任

４ 大西　良子 15 区 再任

５ 川上　裕一 西町 再任

６ 永岡真佐子 東町 再任

議会評価提言者に委嘱状を交付する議会評価提言者に委嘱状を交付する

　9 月 28 日には役場３階の各種委員会室に

おいて、側瀬議長より委嘱状を交付しまし

た。

　その後、引き続き第１回議会評価提言者会

議を開催し、議会運営委員会の佐藤委員長か

ら業務内容の説明のほか、各議員と活発な意

見交換が行われました。
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議会だより表紙の紹介

　今年新たにパークゴルフ仲間 4 名が集結し、パークゴルフ大会の企画・

運営を行っている「フレンド」の代表者でパークゴルフ歴 15 年の山田國廣

さんを紹介します。

★「フレンド」を作ったきっかけは？

　毎年少しずつパークゴルフ人口が減少傾向にあり、今年は暑さの影響で

さらに減ったように感じました。そこで仲間で声を掛け合い「フレンド」

という名前で、今後さらに交流人口を増やし、夕張太地区の活性化に繋げ

ていきたい。そしてパークゴルフ大会を行うことでパークゴルフの楽しさ、

夕張太地区の魅力を発信できればと考え「フレンド」を始めました。

★パークゴルフの魅力は？

　気軽に楽しめるところです。仲間と一緒に会話をしたり景色を見

ながらボールを追いかけ、コースごとの結果に喜んだり、落ち込ん

だり。（笑）

　稲穂のコースからはボールパークがとても近くに見えて、屋根の

開閉など景色も楽しめますし、日々歩くことで体力・健康づくりに

もいいですよ。春のオープン時期も早いので、北広島や長沼、札幌

から来てくれてパークゴルフを楽しんでいただいています。

★大会を開催してみていかがでした？

　９月 19 日稲穂パークゴルフ場にて「フレンド」として初めての大会を行いました。大会の準備に慣

れていないためか、準備などは少し大変でしたが無事に大会を終えることができました。やはり大会が

あることで、目標が持てたり、緊張したり、わくわくしたり、一緒に回った方とは達成感で不思議な絆

ができます。

★町・議会へのご意見・要望は？

　今、千歳にできるラピダス関連で周辺地域が大きく変わりつつあります。町としてみどり野団地だけ

でなく、夕張太西団地も今後は分譲に力を入れていただきたい。

まち・ひと・しごと

稲穂パークゴルフ「フレンド」代表　山田國
くにひろ

廣さん（11 区）

なんぽろ議会だより

令和５年 11 月１日　第 164 号
〒 069-0292

空知郡南幌町栄町３丁目２番１号

TEL　011-398-7250

発行／南幌町議会
編集／議会広報特別委員会
　　　委員長　　細川美喜男
　　　副委員長　佐藤妙子
　　　委　員　　湯本要・星真希
　　　　　　　　高橋修平・家塚雅人
印刷／山東印刷（株）

　例
年
に
な
い
猛
暑
の
夏
が
過
ぎ
、「
来
年

こ
そ
は
エ
ア
コ
ン
の
購
入
を
」
と
い
う
声
が

多
く
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
全
国
各
地
で
の

暴
風
雨
、
雪
害
な
ど
異
常
気
象
の
影
響
は
今

後
も
続
く
可
能
性
が
あ
る
よ
う
で
す
。
い
つ

来
て
も
お
か
し
く
な
い
自
然
災
害
に
は
日
頃

の
防
災
対
策
が
必
要
で
す
ね
。

　町
の
様
子
も
「
は
れ
っ
ぱ
」
を
中
心
に
町

外
か
ら
も
多
く
の
方
が
来
町
し
、
新
店
舗
の

出
店
予
定
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
モ
デ
ル
住
宅
や

ラ
ー
メ
ン
街
道
と
話
題
が
多
い
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
の
南
幌
未
来
予
想
図
が
よ
り

期
待
で
き
る
も
の
と
し
て
発
展
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　さ
て
定
例
会
で
は
新
人
議
員
３
人
を
含
む

４
人
が
一
般
質
問
に
登
壇
し
、
町
長
に
政
策

を
訴
え
ま
し
た
。

　今
後
も
議
会
評
価
提
言
者
や
議
会
懇
談
会

で
、
若
い
世
代
の
声
な
ど
、
多
様
な
住
民
参

加
に
よ
る
議
会
づ
く
り
を
わ
か
り
や
す
く
お

届
け
で
き
る
よ
う
努
力
し
、
新
し
い
風
を
届

け
て
い
き
ま
す
。
（
佐
藤
）

　私もフレンド大会に参加し、とても楽しくプレーさせていただきました。皆さんとてもお上手でつい

ていくのが精一杯。結果は・・・好プレーがあり、珍プレーもあり・・・まあまあよし。笑

大会に参加されていた方は町外からの参加者もいらっしゃって、パークゴルフを通して仲間との交流を

楽しまれている様子でした。そして私のように始めたばかりでも、暖かく気さくに仲間に入れてくださ

ることに感謝です。（星）


